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け
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I
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小
と
な

.る
。
下
降
過
程
で
は

^
-
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.で
且
つ

..
/
^
,
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.

.
1
-
-
J
て

X. 
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-八
0 

■
で
あ

..る
か

ら

^
士
’
は

^
ょ
り
も
小
さ
く
な
る

。
. 

u
t

か
く
し
て
好
況
は
そ

.れ
を
裏
返
し

k
し
た
形
の
不
況
を
伴
ふ

。
' こ
れ
が
自 

.律
的
な
景
氣
循
環
で
あ
る

”
し
か
ム
時
と
共
に

/*
が
增
大
.し
他
：.の
。ハ
ラ
メ 

丨
タ
ー
が

.不
變
な
る
場
合
も
考
へ
ら
れ
々
。
.と
の
揚
合
に
は
爆
發
的
な
好 

況
過
程
の
進
行
も
考
へ
ら
れ
る
。
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运

と
お
き

e
を

r
a
n
d
o
m

 d
i
s
t
u
r
b
a
n
c
e

と
す
れ
ば
こ
の
シ
ヲ
ツ
ク
に
よ 

つ.

て
平
規
則
的
な
循
環
運
動
が
起
る

0
,

を
現
實
に
當
篏
め
て
說
明
す

.
 

,る
.に
.は
重
大
^
困
難

.が

.あ
る
が
、
實
測
の
乐
す
と
こ
ろ
.で
は
減
衰
效
果
.は 

弱
べ
な
く
、
そ
れ
か
ら
生
ず
备
循
環
運
動
は

.不
規
則
で
あ
る
。

力
レ
ツ
キ

■_は
こ
.の
說
明
を
な
す
に
^

り
前
述
の
ア
メ
リ
カ
の
資
紫
か 

.ら
導
出
し
た
1

...に

關

す

る

計

流

式

.
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o
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が
與
へ
ら
れ
た
と
き
の

I
の
運
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法
則

&
,硏
究
す
る
た
め

、
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p
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e
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の
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a
n
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o
m

 

sampling. 
!Nui 

m
i
n
e
r
s

か
ら
拔
萃
さ
れ
灰

0
.か
ら

9
ま
で
の
範
圃
の
一
六

o
個

の

；
pal 

n
d
o
m

 

d
i
g
i
t
s

が
便
用
さ
れ

.る
。
そ
の
/結
果
は
.次
表
の
如
く
で
あ
る
。
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:

箄
五
期
に
产
い
て
湔
述
.

5

.

:
‘
の
方
程
式
に
ょ
る

10
'か 

"1
ら
14
ま
で
の

15
に
及
.ぼ

:

0-
:
\
す
效
杲
が
結

.合
レ
て
现
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i 

tレ
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?欠
艮

p 

r
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六

l.i 

C

七
六
四)

' 

.

/

•に
加
.は
る
。
_と
の
結
果
を
.見
_る
と
平
均
八
ヶ
牢
の
か
.な
リ
規
則
的
な
循
率 

が
現
は
れ
る
。

し
か
し
：力
レ
ッ
キ
ー
は
こ
の
捸
な
模
型
は
一
般
驰
で
は
な
，
 

く
、
減
衰
效
果
が
も
っ
と
强
い
場
合
の
方
が
--
r
'般
的
で
あ
る
と
す
るC 

第
六
編
で
.，.は
傾
向
と
發
展
の
關
連
が
述
.ぺ
£>

れ
る
。

.

■r
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T

 十
！̂

'1
7

、

容

ば

、

.
V

ム

、
ょ
-|
|

ゆ

、
ナ
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-
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+卜
、
十
を

i:
'
お
く
と
：と
が
セ
き
る
。

こ
の
中
で(

r

十
を
；}

な
る
項
は
投
資
の
長
^

 

變
動
を
表
は
^

'も
.
.の
.
と
考
へ
.ら
れ
-§

。

こ
の
項
を
除
去
し
.た
と
き
^

^

の
'

な
る
循
環
方
程
式
が
得
ら
.れ
る
。
L

の
.中
の
長
期
變
動
を
示
す
要
因
を
?/
* 

循
環
運
動
，を
'示
す
要
因
を
も
で
示
せ
ば
、
窠

義

に

ょ

りh

 =

 y
t

十it

で 

.
あ
.
p

、
2/

は
r

t

を
な
る
長
期
變
化
に
制
約
さ
れ
.る
。
,

^
は
2/

の
變
化
率
' 

に
.
比
例
し
て
變
化
す
^

。
A

は
短
期
に
お
い
て
は
常
數
で
あ
る
が
、
長
期
：

■ 

.
1

 

を
と
つ
て
見
る
と
.變
數
と
考
ふ
べ
き
で
あ
り
、P

J
;
=
J
^
-
?
-
s

十
A

W

と
お
く
べ
き
で
こ
の
こ
と
か
.ら

を

得

、
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な
る
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t
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ぞ
I
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■
+

さ

运 :
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條
件
は
、
f

h

次

に
し
て

1

 +
、

；
M

n
<

l

で
あ

P
、
こ
の

.式
が
靜
態
均
衡
に
あ
る
た
め
の
，

4
y
t
.

o

な
る
こ
と
で
あ
る
。

伹-

■し
*
®

は
減
價
償
却
で
あ
'る

.0

そ

，ぅ

す

れ

ば.»i
H
 (

1

I

T

OOJ

と
な
り
咸

-w 

償
却
の
比
率
.を
谷
で
示
す
な
ら
ば
f

a

戾

で
あ
リ
、i

n
n
o
-

 

l
o十
めr

m
ふ」

，1-
<っ
て

^
讓

；5?
衡

の

_水

^
が

.引
上

，げ

ら

れ

る

こ

と

を

考

へ

る
'

と

芝
,.

1(

？

r)

.
K
-と
な
.る
。
.こ
れ 

.

.4
:
長
期
投
資
が
減
價

it
却
を
越
べ
る
0

赏

を

示

す

。

こ.れ
.か
ら
投
資
の
'變 

化
串
を
求
め
る
と

■

.

,

と
な
リ
、

か
，ら

十

I
さ

to

+  
^ :

と
お
け
ば

'i
>
は

K
に
比
例
し
て
狻
作
す
る

旧

y

良 

1
:XO

十 iT

な

V
I、
結
局

こ
の
I

成

立

っ

た

ぎ

は

、

M

i

r
十

ト

ち

i

tt
o
-
K
r

.t c
f

v

と
な
る
。
又

な
る

fe

件
を
驭
し
、

こ
れ
ょ
り
奴
の
變
化
串
が
正
負
の
何
れ
め
方
向
に
向
ふ
か 

.

k

判
定
さ
れ
る
。 

：

V 

•

,

..

-

X 

:

.

.

.

...

以

上

が

本

得

の

大

驳

で

前

茶

.Mc
o
n
o
m
i
c

 

F
l
u
c
t
u
a
t
i
o
n
s

に
お 

け
る
拟
想
を
發
展
さ
せ
た
も
の
と1

K

つ
て
良
い
。

し
か
し
そ
の
分
析
は

'Steindl, M
a
t
u
H
i
t
y

 a
n
d

 S
t
a
g
n
a
t
i
o
n

 i
n

 A
m
e
r
i
c
a
n

 capita- 

lism, Oxford, 

1
9
5CO
'i
ff
i
皿
ず
る
點
が
少
く
；な
い
と
思
は
れ
る
が
、
 

，內
容
は
必
ら
ず
し
も
一
義
的
に
首
肯

..で
き
众
い
點
も
少
な
ぐ

.な
'い
。
味
：に 

绝

五

編

のr
a
n
d
o
m

 s
h
o
c
k

の
效
果
に
關
す
る
取
扱
ひ
等
は
茱
强
附

# 

^
も
思
は
れ
る
說
明

-5
:
し
て
ゐ
る
.が
、
も
は
や
致
定
の
紙
數

.も
|&
:
き

た

© 

そ
批
判
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
す
る
こ
と
と
し
、
今
囘

.は
內
容
^ 3
介
を
以 

K
1
1

應
擱
筆
す
る
こ
と

.と
し
.た
い

。
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十
1
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鈴
木
.

2

.)

A
>
o
.
r
H'
ダ
ー
著
，
 

r

ア
ル
フ
レ
ッ
ド

ぃ

現

代

思

想」

：

■.
.

マ

I.

シ
ャ
ル
と

こ
の
寄
物
を
開
く
に
當
っ
て
、、、
人
々
が
、

マ
ー
シ
ャ
ル
の
時
代
的
背
景 

と
.そ
.
の
人
間
性
5:
-,知
り
そ
の
中
か
ら
經
濟
的
現
實
を
解
明
す
る
助
論
見
を 

引
出
そ
.
う
と
考
え
る
な
.ら
ば
、
失
望
す
る
で
あ
-
石
う
。

こ
の
著
書
に
拉
け 

マ
i

ャ
ル
、
：.
そ
れ
は
.端
的
に
い
え
ば
、
:
ビ
グ
ー
化
さ
れ
た >

'丨
シ
ャ
ル 

.
で
あ
る
0

諸
種
の
學
說
の
■中
に
ぁ
ら
て
、
古
典
派
の
：代
表
者
で
.あ
る
ピ
グ 

1

が
い
M

す
る
問
題
を
マ
I

シ
ャ
ル
の
述
べ
た
こ
と
又
は
マ
I

シ
V

ル 

_で
あ
つ
た
な
ら
■ば
こ
う
述
べ
-f
c

で
あ
ろ
う
.-U

想
宛
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
、
 

解
說
し
ょ
う
>-

し
た
。
；
第

1

章
.の
.第
.
'
1節
.と
第
二
節
に
お
い
て
、
數
學
的 

方
街
と
統
評
と
一
り
あ
ザ
ら
れ
る
。
數
學
的
敎
養
の
深
い
マ
ー
シ
ャ
ル 

,

:の
，分

析

が

、
へ

高

度

：

'の
.評
量
可
能
性
と
明
確
性
を
%/
.ヤ
て
い
た
こ
と
は
、
周 

知
の
こ
と
で
あ
，る
。
し
•か
し
彼
は
^

5

數
學
§:
;!
]

い
な
か
っ
た
。

こ
れ
等 

:
の
服
で
、
;.

マ
.
丨
シ
ャ
.ル
の
數
學
や
統
計
的
事
赞
に
對
す
る
態
度
が
示
さ
れ 

る
。
笫H

1

節
と
第
四
節
で
は
、
弾
力
性
の
槪
念
と
利
子
维
の
問
題
が
檢
釗 

さ
れ
る
。
跟
カ
性
の
.概
念
は
、
ビ
グ
ー
の
：理
論
的
分
析
に
.お
い
て
重
驭
な 

位
置
を
占
成
て
い
た
。

こ
乂
で
は
、
需
要
.の
彈
カ
性
に
っ
い
て
、
•背
勘
曲
. 

線
の
形
並
び
に
そ
の
曲
線
上
に
お
け
る
例
格
の
點
と
彈
カ
性
と
の
關
係 

.が
：、
數
字
を
'以
て
.說
：明
さ
れ
る
。
L

か

し

、

需

翦

曲

線

£
.

«!
:

っ

て

の

現

今
 

の

課

題

は

、
。
貨

幣

©.

購
買
力
、
貨
幣
所
得
と
の
關
係
更
に
は
篤
占
市
場
に 

お
け
る
曲
線
の
形
態
•で
あ
る
。
利
子
率
に
つ
い
^:

は
、
ケ
ィ
ン
ズ
の
客
U

K
Y
S
,

 

o
;

が 
P
S
 

o

=

r

(

Y

S
 o

 

と
マ
ー
シ
-V

ル
の 

J

(

o

=

M

Q)

.と
の
比
較
が
.な
さ
れ
る
。
ビ
.グ
ー
は
、

マ
.
1
シ
ャ
ル
：も

H
目
_ (

履
傭 

m-)

の
變
靡
に
留
意
し

^
/い
た
ヒ
と
を
强

^
す
る
。
段
ち
-マ
I
シ
、
ル
の 

方
程
式
竹
長
期
的
觀
點
に
立
っ
も
の
で
あ
リ
、
，接
期
的
に
み
る
な
ら
ば
當

•.

六

三

ハ

セ

六$

H 7
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i
 i
.
r 
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f
、
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f

d
^
y
f
r
h
,
1
^
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四
十
七
卷
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笫
七
號

 

,

.

._時
の
屉
傭
ホ

.(

或

，い
は
勞
働
考

の
就
業
率

)

'

は
大
體
ー
定

.で

あ

ウ

たj
の

.
， 

.

.ぐ、
る
o
.し
1̂

レ
我
々
は
、

マ
ー
シ
ャ
ル
が
、
ピ-V

I
が
の
ベ
る
饵
く
’

M
傭

...

京
の
變
化
を
考
磁
し
て
い

^

は
い
M
わ
れ
な
い
。

1
こ
、
で
ビ
グー

が
、 

.そ
の

咨「

ケ
ィ
ン
ズ
の一

般
理
論」

で
.：
现

金

殘

商

^

のさ
:1
|

か̂

ら

、 

r
シ

々
，：
ル.の
流
_
函

數
.

」

^
>
^
. 
§

 ::

を
.想
定
し
た

.こ
と
を
思
い
ぃ
，

」 

11
-す
％
第

轰

で

は

、
效
用
の
問
趄
が
収
极

.わ
れ
る
。
厚
生
經
濟
學
の
立 

場

か

ら

效

，用©
比
較
許
量
の
可
避
が
探
究
さ
れ
る
。/
功
利
主
義
的
厚
生
經 

.

W
寧
は
、
.固
人

'間
め
效

.用
，の
比
較
計
量
の
可
能
性

‘を
.主
張

す

，る
。.最
近%

は

-r
l

ベ
'ス
ト
：！1
^
グ
：、，.
ケ
，衣
デ
ィ
に
:^
'
つ
て
.究
明
さ
.れ
ょ
.ぅ
と
し
た
-°
.

•. 

,
こ

、

に

お

け

，
る

ビ

グ

'

l

b論
證
は
、
や

.\
:

明
.
■

を

缺

：く
 

0

:マ
'
！

シ

卞

ル

 

'
.の
.

r 

消

費

者

繁

の

分

柝

か』

計
量
荀
敝
性
を
>

ぐ
。
_
_し
.か
し
他
方)

1

^

■■ 

ル
も
述
べ
1:
.い
：.る
如
く
個
人
の
致
用
は
、-:
,貨
激
額
と
同
時
に
、
.個
人
の
心
'
へ
 

通
狀
態
と
茁
翦
：な
關
係
が
.あ
'る

.0
•
と
.
Y

が
ら半

；：

^

ス
を
取
出
1

て
そ
.れ
ふ.....:  

相
對
的
比
較
、■の
中
に
個
.人
間
.の
：效
用
を
計
最
し
.ょ
.ぅ
と
す
る
？
否

計

量

が
. 

1
?

能
だ
と
.と
か
，れV

い
る
。
'
:货
幣
所
得
と
個
从
的
心
裡
'か
^

な
.る
.相

對

姻
-
- 

.實
質
所
得
ぬ
分
化
的
試
み
ぶ
炎
^

4

へて：
い
な
い
。
更
に
個
人
の
：敎
用
■と
，社
.
. 

畲
的
厚
坐
の
.
關
係
が
Ir
e

要
^

も
の
と
ぬ
.つ
，て
く
^

9

'し
.か
し
社
.

^

恨

値

.

. 

'

•M

斷
に
つ
.
'い
.て
.
は
、.
こ
-\

で
は
~の
.
.べ~
ら
^

.
て
い
な
■.い
。
第
六
.節
は
'
ノ
|-

會
.
'
:
. 

主
義
に
つ
.い
.て
0

マ
丨
'
V
-V
-
.ル
，が
.現
狂
生
存
し
て
い
，た
な
ら
ば
、
.ど
の
ょ
'、，

_令
に
考
え

.た

.ろ

.ラ
か
。

マ
i

^
-v
.ル
€>
'
il
#
、
王
.
義

に

つ

い

.て

.'
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解
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論
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濟
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騎
士
道
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會
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可
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中
心
が

P
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わ

れ
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ビ
グ
ー
■は
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英
國
の：

現
：狀
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說
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す
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マ
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シ
ャ
ル
の
如
上
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論
文
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し
た
P

す
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あ
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遂
作
，̂
ょ
¥

^
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重
壓
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.無

濟

的

.工_
ネ
ル
ギ
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の
不
活
發
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指
摘
す
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。.
■

も
.つ
と
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.
部
の
企
^
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ば
郵
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の
國
家
規
整
.
.に
ょ
る
痠
秀
.性
は
認
め
る
。

し
か
し
と 
'

で
我
か
ザ
注
.
.

.
*し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
.先
に
の
.ぺ
た
：
マ
ー
、
シ

ャ

ル

の

論

文

で

あ

. 

ち

彼

は

：こ©
中
で
企
.業
の
大
規
模
化
、
.
'ヒ
ュ
ー
ロ
>
ラ
'シ
_丨
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の
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向
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.
を
見
拔

‘く
と
共
に
ノ
そ
れ
ら
の
企
業
に
働
く
人
々
が
、
金
錢
そ
れ

n
體
よ 

り
も
成
攻
と
名

#
を
逋
ず
る
こ
と
を
の
べ
て
い

4
。
そ
し
て
觅
に
健
杂
な 

企
業
叙
精
神
と
し
て
社
食
的
逾
義
心
を
驳
求
し
て
い
る
。
利
潤
励
機
の
み 

が
、
糰
濟
的

H

ネ
ル
ギ
ー
の
源

^
のー

凡
て
で
は
な
い
。

,

以
上
本
著
の
各
節
に

つ
い
て
簡

単

に

の
べ
て
ぎ
た
'。

マT

レ

Y
ル
の
迎 

論
は
、
旣
に
敎
料
書
的
に
単
純
化
さ
れ
、
因
襲
化
さ
れ
て

い
る
。
今
日
マ 

.
丨
ン
r

ル
を
し
て
生
存
-せ
し
め
た
な
ら
ば
、

ど
の
よ
う
な
見
解
を
も
つ
で 

,
あ
ろ
う
か
。
我
々
が
、
-ビ
グ
，レ
に
塑
む
と
こ
ろ
の
も
の
は
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所

謂

「
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マ

ー

ン

ャ

ル
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濟
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東
東
都
立
大
學
敎
授
安
平
哲
ー
一
氏
の
執
著
は
、

社
#

主
義
經
濟
體
制
下 

V
.'
に
お
け
る
經
濟
許
弊
論
の
諸
間
題
を
：正- ®
か
.ら
と
り
あ
げ
、
か
つ
ソ
ヴ
エ
ー 

_
丨「

ト
に
お
け
る
多
数
の
學
者
の
こ
の
方
商
に
關
す
る

.硏
究
文
献
を
た
ん
ね

. 

ん
に
'追

跡

し

て

い
,2
>點
S

い
て
注
目
す

‘ベ
き

.ガ
作
と
思
わ
れ

.る
。

.:
:
:周

知

の

如

く

、
，，
生
產
手
段
の
■
所
有
と
處
分
が
國
家9

獨
占
的
支
配
下
に 

.

.
あ
.る
.經
濟
體
制
»■

下
に
お
い
て
、
寶
源
の
合
理
的
配
分
を
' (

場
所
的
な
ら 

'
.
:
.
.
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Kt
'

時
間
的
に

)

規
定
す
.る
規
準
は
何
.で
あ
る
か
と
い
う
こ
ど
は
、
現
代 

:
:

の
經
齋
理
論
士
.
の
：.ー'.
つ
.
.の
：興
味
あ
る
問
題
で
あ
つ
.

た
。

そ
.れ

は

社

會

主

義 

.
,■

經
W

が
舍
理
.
，に
可
能
で
あ
る
が
ど
う
か
と

い
う
純
理
論
的
な
與
味
に
加 
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■

.え
て
、
.
ソ

ヴ

3:

丨
ト
.經
濟
の
.現
實
に
對
す
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解

釋

と

批

'判

或

い

は

ま

た

資 

本

主

義

對
.
社
會
主
義
と
い
う
.
雨
體
制
の
經
濟
的
能
率
の
.比
較
と
い
う
政
治 

'

的
典
昧
が
拿
な
つ
て
、
實
.踐
的
祀

も
な
ル
?>
-
'、
か
の
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實
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を
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れ
る
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械
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者
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計
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論
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對

比
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せ

る
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推
摘
.す
る
逾
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グ
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丨
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ト

的
な
經
濟
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を
元
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し
た
經
濟
計
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論

で

あ

ジ

て

、
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前
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す
な
わ
ち
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.ゲ
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濟
訐
箅
論
の
純
理
論
的
牲
格

£
比

較

し

て

，
、

.

.
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そ
ぅ
现
實
的
具
體
性
が
あ

.る
：0 'そ
の
最
も
顯
著
の
特
長
の 

一■
っ
は
ラ
シ
ゲ 

流
の
消
费
者
優
先
の
原

0|
,を

I

し
て
投
资
の
；
歐
治
的
，
*'
0
遨
化
を
承
覉 

し
、
そ
れ

^
ょ
ら
て
市
場
經
濟
に
み
ら
れ
る
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氣
變
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や
市
歡
均
衡
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般

的
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安
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满
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ら
，ば.；投
資
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北
の
极
據
は
何
で
.あ
る 

か
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率
と
利
潤

.率
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超
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る
經
濟
計
算
の
合
理
性
は
■何
で
あ 

、る
か
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如
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濟
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.に
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す
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，
_
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え
ら
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な
け
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；ぱ
な
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な
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こ
々
問
題
は
今
日
の

'
ヴ
^
':
)
'ト
の
政
治
家
：と
^
濟
學
者
と
を

1̂
ま
'し.  

て
い
る
。
趣
在

.の

.ゾ
連
め
'體
制
下
に
お
：い
て
：は
市
場
的
に
.ぃ
成
立
す
る
利
測
.

は
な

.い
，し
、
嘲
.'子
.は
殆
ど
全

.-<
'
無
視
さ
.れ
て

i/
v
る
0
.年
々
.の
政
^QI

速
、 

自

資

は

無

僙

還

、

V

無
利
子
.の
原
則
で
個
々
..の
產
業
と
企
業
に
分
興
さ
れ 

る
惯
枉
で
あ
る
o 

:
し
た
が
ら
：て.泔
途
：の
選
擇
に
必̂

な
叙
^
的
費
; «
比

較

：
： 

C
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-
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い
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;

と
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缺
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た
と
え
ば
、
ソ
連
政
府
の
五
ヶ
萍
針
迸
^
お
け
る
重
工
業
孃
設
や
個
々
の 

企
業
迚
設
に
お
け
る
費
本
の
浪
赀
に
端
的
に
视
わ
れ
て
い
る
と
察
せ
ら
れ 

る
。
も
と
ょ
リ
资
木
財
生
庳
の
觅
視
は
こ
の
國
の
政
府
の
意
剐
に
出
ず
る 

も
の
に
は
相
逾
な
い
が
、

ー
應
そ
れ
を
受
け
い
れ
る
と
し
て
も
、
技
術
的 

-

な
意
味
の
费
用
計#
の
障
碍
は
計
蹵
を
恣
意
的
に
し
、
し
た
が
っ
て
浪
費

,

#

評

及

が

紹

介

，

■ 
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'と
節
約

.の
基
準
；を
朦
味

'に
し
.て
し
ま
ぅ

0
.で
.あ
.る
。

ツ
連

©,
經
濟
學
者
.が 

，.投
資
の
選
擇
、

k

お
い

P
3
r
,
*>
に
し
て
石
の
.效
率
を
測
宛
す
る
か
、に
苦
心
す 

る
の
も
け

^

1當
然
で
.あ
-ろ
-ぅ
0
.
,
:
'

:

.

:
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.
こ
の
書
，に
知
い
.て
箸
者
が
，最
も
カ
を
入
れ
た

•部
分

も

：
こ.の
'間

題

に

あ

る 

と
思
わ
，れ
る
。
-第
-r
-*一
 
編
は
前
半
に

'お
い
て
ソ
ヴ
エ
ー
.ト
學
界
に
お
け
る
價 

値

"貨
幣
抑

.よ
び

債

格

ひ

理

論

に

.關

す

る

.

}般
的
傾
向
を
槪
說
し
、
後
半
泛 

お
.い
て
資
本

^:
^.
の
恻
定
と
投
資
選
擇

S

す
る
：現
下
の
學
說
を
紹
介
し 

て
.い
る
°著
者
-の
組
上
に
の
せ
ら
れ
た
學
者
は
ス
：ト
ル
.
1
ミ
リ
ン
、ム
ス
テ 

ィ
ス
.ラ
ウ

K

 

.キ
1

、
チ

，

エ
.
’ルノ
モ

.ル
'ジ

ク
を
は
じ
め
と
し
て
な
お
幾
人
か 

.の
學
.者
の
名
を
あ
げ
る
こ

.と
が

で

き

る

。

こ

れ

ら

，の
。學

者

の

：
一
つ
一
つ
の 

.

M
を

;？
:
と
に
紹
：介
す
：る
餘
地
は
な
い
が
、
そ
の
い
を
も
が
现
在
ソ
連 

V

の
慣
行
.：と
な
つ
て
い
る
固
定
.資
本
囘
收
期
間
比
較
に
よ
る
判
定
の
方
法
に 

不

滿

を

：も
ち
：な.が
ら
勞
_

、用
の
.槪
_念
の
中

£ 

方
に
お
い
て
勞
働
價
値 

t
訐
算
単
位

.

-
が
ら
他
方

.に
和
い
て

^
本
の
.時

間

的

费

素

を

と

リ

い 

:れ
：な

く

：て
ぱ
：な
.
^
^
:
.
い
：ヒ
.と
'ャ
赘
本
の

.減
價
と

#1
却
の
製
用
を
：考
彫
ず
ぺ

. 

i
こ
と
、;:
;

他
の
用
途
へ
，-の
，轉
用
の

.效
用
を
考
磁
ず
べ

‘き
こ
と
を
說
い
て
い

..‘ 

る
の
は

.興
味
-が
あ
.る
。
，し
か

し

、

注

意

を

，國

民

經

濟

垒

體

の

；
立

場

か

ら

眺 

.め
れ
ば
、
、
：

y

の
.よ
.ぅ
な
技

.術
-
.的
計
算

^
資
本
.の
總
供
給
量
と
投
資
機
會
の 

.關
係
よ
り
生
ず
る
投

«
の
裁
準
：に
少
.し
も
貢
献
し
得
な
，い
た
め
、
極
め
て 

「

限

.ら
：れ
た
，妥

當

性

し
.か
.v
t>
得
な
：い
も
の
.で
.あ
.る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
>
.連
學
者
の

.提
案

’は

现

狃

の

段

階

に

お

い

て

は

實

際 

に
行
わ
れ
て
い
；
五
ヶ
.年
計
畫
や
年
次
許
畫
の
：作
成

m
,お
い
て
葙
刖
な
貢 

献
，を
な
し
て
：い
る
と
：は
い
い
.難
い
狀
態
に
あ
る
。

;'
'

.」

丨

^

涔
者
は
こ
れ
ら
の
多
数

'の
^
衆
の
兑
斛
と
そ
れ
に
到
す
る
外
摘
の
學
ボ 

ベ
レ

ト

ー

ム

、

、

ド
>
ッ

グ

、

キ
ャ
プ
ラ
ソ
等
の
批
刺
的
見
解
を
恐
實
に
紹
介 

す

る

こ

と

：に
：努
力
を
*
い
、
■著
者

自

身

の

見

解

を

述

べ

、
る

.こ
と
を
む
し
ろ

. 

墓
控
え
て
い
る
。
筆
者
の
讀
後
感
癸I

言
附
加
え
る
な
ら
ば
、ハ
投
資
钦
率 

.の

.間
題

：に

扣

い|て
.も
、
價
値
と
債
格
に
關

^
.か
こ
‘の
'國
の

il
i
_

と
同
じ
よ

ン

、
：
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